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深層ニューラルネットワークは、脳の基本素子であるニューロンやシナプスの
機能にヒントを得て作られた数理モデルであるが、汎用的な機械学習手法とし
て神経科学を離れて研究されるようになり、コンピュータビジョンや自然言語
処理などの応用分野において活用されている。ところが、最近になって再び、生
物の脳との関連が注目されるようになった。画像認識においては、畳み込みと非
線形演算からなる階層的ネットワークを大規模画像データを用いて最適化する
ことで、各階層に異なるレベルの複雑さを持った特徴が自動的に抽出される。こ
れらの特徴が、サルやヒトの視覚野に見られる特徴表現と定量的に対応づけら
れることが、近年の研究で明らかになった 1。われわれのグループでは、デコー
ディングの観点から脳と深層ニューラルネットワークの相同性に着目し、画像
や心的イメージの脳情報表現の解明と応用技術の開発に取り組んでいる 2, 3。本
講演では、深層ニューラルネットワークの構造が生物の脳やニューロンのどの
ような機能にインスパイアされてデザインされたものであるかを議論した後、
大規模自然画像データを用いた学習の結果獲得される人工ニューロンの情報表
現の解析方法を解説する。これらの手法をベースにしてヒト視覚野の活動パタ
ーンを深層ニューラルネットワークの信号パターンに変換する技術と、それを
活用したイメージの可視化法を紹介する。 
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